
 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児期の子どもと接する時に大切にしたいこと② 

子どもの全体の発達を促すかかわりをしましょう 

「ことばで伝わる」「ことばが言える」ということは、小さいお子さんを育てている保護者

の皆さんの大きな願いの一つでしょう。「手話を使う」「手話も使う」「できる限り音声で」

など、どのような「ことば」を手段にしていくのかということについても、悩まれることが多

いかと思います。きこえにくい子どもとかかわる時には「ことば」に焦点が当たり、ことばが

出ない＝訓練をたくさん受けなければ、そして、ことばが遅い＝絵カードで語彙を増やさなけ

れば、あるいは手話を早く覚えなければ、などと焦ってしまうことも多いと思います。 

 

けれども、ことばを使って生活するためには、「ことばを教える」ことだけを進めるのでは

なく、心身全体の発達が大切です。例えば、体の成長では寝返り、おすわり、ハイハイ・・と

少しずつできることが増えていくと見えるものが変化し興味関心が広がります。そして手を使

うことができるようになり、脳に刺激がたくさん入るようになります。食習慣では、母乳やミ

ルクを卒業していろいろな味や食感を覚える、舌やくちびるやあごを動かしてなめたり噛んだ

りすることができる・・というようにことばを話すための準備が整ってきます。そして、伝え

たい相手がいて、伝えたい内容があり、それを受け止めてもらえそうな時に「ことば」の必要

性がでてくるのです。補聴器や人工内耳を適切に装用し、きこえを補うこともことばの準備と

して大切なことです。 

 

ハイハイが活発になったり、歩いたりできるようになる頃には、

「自分で行きたいところ」「やりたいこと」「好きな物」がはっき

りしてくるでしょう。危険のないように注意は必要ですが、十分に

体を動かしたり、いろいろなものに触ったりする経験をさせてあげ

ましょう。自分で感じた経験こそが「伝えたい」ことにつながりま

す。子どもが思っていることや伝えたいことをくみとり、「○○ 

行きたいのね」「○○をとってほしいのね」「○○、おいしいね」 

などと話しかけましょう。その時、きこえにくいのですから、「見てわかりやすい」というこ

とが、まず大切です。手話がすぐにわからなくても、視線をはっきり送る・表情豊かに話しか

ける・指差しを使う・やってみせる、などは子どもにとってわかりやすく効果的なかかわりで

す。 

 

心身全体の発達とともに、「わかった」「伝わった」という喜びと安心感を保護者と子ども

のどちらもが感じることで、コミュニケーションの基礎となることばの力は伸びていきます。 

(早期教育担当：加藤 弓子) 

 

「乳幼児期の子どもと接する時に大切にしたいこと①」は、No299（令

和 2 年 6 月 22 日発行）に掲載されています。本校ホームページより閲

覧可能となっておりますので、ぜひお読みください。 

 

 

     中学部『授業見学会・教育相談』のご案内 

本校中学部では、聴覚障がいのある児童・保護者を対象とした、授業見学会ならびに教育相

談を行っています。学校説明では、教育目標や本校中学部の取り組みについてお話します。ま

た、授業見学会では、視覚的な配慮やそれぞれの課題に応じた指導方法について、実際の様子

を見ていただくことができます。 

 

〈日 時〉令和 3 年 7 月 16 日（金） 9:30 受付（9:50～12:40） 

〈場 所〉大阪府立中央聴覚支援学校（本館３階１年生教室、家庭科室など） 

〈対 象〉本校小学部６年生で、本校中学部への入学を希望・検討している児童・保護者 

通学区域内の大阪市立・守口市立小学校 6 年生で、本校中学部への入学を希望・ 

検討している児童・保護者    

 

〈時 程〉 

 

 

 

 

 

〈申込方法〉  別紙参加申込書を、在籍校を通して本校まで郵送またはＦＡＸにて送付 

〈問い合わせ〉大阪府立中央聴覚支援学校 中学部（担当：横山） 

TEL 06-6761-1419 FAX 06-6762-1800      締め切り 7 月２日（金） 

時 間 内 容 場 所 

9:30～ 受付 本館３階 1 年生教室 

9:50～10:40 学部説明 本館３階 1 年生教室 

10:50～11:40 授業見学 各教室 

11:50～12:40 教育相談 各教室 

乳幼児期の子どもと接する時に大切にしたいこと② 

中学部「授業見学会・教育相談」のご案内 

第 22回 近畿教育オーディオロジー研究協議会 

総会・講演会・講習会 ― オンライン開催 ― 

アプリ「おしゃべり描き UI」 
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＼オンライン開催／ 
 

 

 

 

 
○ 新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、オンライン開催とさせていただきます。 

○ 学校関係者については、所属校（参加者が勤務している学校）での視聴となります。 

 

８月 19 日（木）9:15～15:30 全体講習会 
 

《午前》 

 

 

 

 

《午後》 

 

 

 

 

 

８月 20 日（金）9:30～15:40 総会、講演会・講習会 
 

《午前》総会・講演会  

「ｎｅｏ難聴への教育支援  － 聾教育 40 年を振り返って、そして今 －」 

  立入哉 先生（愛媛大学教育学部 教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《午後》講習会 

「言語指導における手話と日本語」 

  広中嘉隆 先生（奈良県立ろう学校元校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（対 象） 聴覚障がい教育（療育）に関わる教員・言語聴覚士、保健医療・福祉関係者等 

（申し込み）個人で申し込まれる方を対象に、参加申込フォームを開設します。 

ホームページをご覧のうえ、申し込んでください。 

締め切り 令和３年 7 月 5 日（月） http://www.normanet.ne.jp/~kinki/ 

 

◇◆◇◆音声認識技術を活用した次世代のコミュニケーションツール◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

 

タブレット・スマートフォン向けアプリ「しゃべり描き UI」につい

て、ご紹介します。本アプリは、画面をなぞりながら話した言葉を音声

認識技術によって文字に変換して、なぞった軌跡上に表示するアプリで

す。できる限り簡単かつ直感的に会話できるように開発されています。 

 

・好きな場所に絵を描くように、話した言葉を指でなぞった軌跡に表示 

 することで、筆談より手軽で直感的な操作ができる 

・お絵かきや画像と組み合わせて表示できるので、文字だけに頼らない  

 分かりやすい表現 

・多言語翻訳により、言語の枠を越えて、より楽しくより深く想いを伝 

え合うことができる 

 

（参考）三菱電機ホームページ https://www.mitsubishielectric.co.jp/ 

 

 

 

 

「みみネット」編集部： 

大阪府立中央聴覚支援学校  聴覚支援センター  担当：中咲、金森 

〒540-0005 大阪市中央区上町１-19-31 

TEL. 06-6761-1419 FAX. 06-6762-1800 

聴覚障がいの子どもたちにとっては日本語の習得が大きな課題となりますが、手話

をどのように位置づけるのか、日本語習得とどのように関連付けていくのかを考えて

いくことも大変重要です。子どもたちにとって、言語としての手話はどのようなもの

か、そして日本語はどのようなものか、さらにその二つを結び付けていくにはどうす

ればいいのか。障がいの早期発見や補聴機器・医療の進歩などにともない、ろう学校

に通う子どもたちの実態も多様になる中で、言語指導における手話と日本語の関係に

ついて具体的にお話していただき、私たちが今後の指導に生かせる講座となります。 

    第 22回 近畿教育オーディオロジー研究協議会 

総会および講演会・講習会 
 

講座① 補聴器の特性とオージオグラム 

講座② 人工内耳 

講座③ 補聴援助システム 

 

講座④ ろう学校の自立活動の取り組み 

講座⑤ 難聴学級の取り組み 

講座⑥ 各校の聴力検査室紹介・検査内容紹介 

 

私が 1981年 4月に愛媛大学教育学部聾学校教員養成課程に入学して以来、40年が

経ちました。今回は、この間の聾教育の変化と対応の経緯を振り返りたいと思います。

40年のうち半分が過ぎた頃、私はアメリカへの留学の機を得ましたが、日本に帰国

後の頃から、新スク、APDと様々な対応力が聾教育界に求められるようになりました。

私自身も聾教育というより、「様々な難聴」への対応に努めてきました。後半は、こ

れら様々な、新たな対応力が必要な難聴について、「neo難聴」と一括し、これらの

概念と対応についてお話しさせていただきたいと思います。 

アプリ紹介「おしゃべり描き UI」 

http://www.normanet.ne.jp/~kinki/

